Neuroblastoma of the Kidney : Report of a Case. by 高羽, 津 et al.
Title腎臓に発生した神経芽細胞腫の1例
Author(s)高羽, 津; 三瀬, 徹; 桜井, 勗












大学院学生 高 羽 津
助 手 三 瀬 徹
大学院学生 桜 井 島
   NEUROBLASTOMA OF THE KIDNEY  : REPORT OF A CASE 
            Minato TAKAHA, Tohoru MISSE and Tsutomu  SAKURAI 
           From the Department of Urology, Osaka University Medical School 
                         (Director : Prof. Dr. T. Kusunoki) 
   A case of neuroblastoma of the kidney is reported. 
   A patient, one year and eleven month old boy was admitted to the hospital with a 
chief complaint of gross hematuria. Urological examinations revealed a tumor of the right 
kidney. High blood pressure led us to measure urinary catecholamines and total meta-
nephrine and an increase in urinary dopamine excretion was demonstrated. 
   Diagnosis of neuroblastoma of the right kidney was made and it was confirmed histolo-
gically after operation. 
   This is the first preoperatively diagnosed case of  neuroblastoma of the kidney in the 
world.
神経芽細胞腫 は,さ ほ ど稀 な疾患で はな くと
くに乳幼児 の悪性腫瘍の中では,最 も多 くみ ら
れ るものの一つで ある.本 疾患は,副 腎を含め
た交感神経系統 に好発す るもので,そ の他の固
有臓器 に見 出さ九 ることは少い とされてい る.
最近当教室において,著 明な肉眼的血尿 を呈 し
た小児で,尿 中 カテ コールア ミン及 びその代謝
産物の測定に より,臨 床 的に,腎 臓 に発生 した
神経芽細胞腫の診断を得,手 術 に よりこれを確
認 し得たので,こ こにその症 例を報告 す るとと








生物質等の投与を うけていたが,血 尿はますます強 く
なるので,昭和39年3月27日,当科外来を受診し,そ
の際右側腹部に腫瘤を指摘され,4月8日 入院した,











































第2図.尿 中 カテ コ ール ア ミン及 び そ の代 謝 産 物











る気管内挿管麻酔のもとに,肋 骨 弓より膀下3横 指
の,右経腹直筋切開により,腹腔を開いた.右腎部に


































第7図.易11出標 本 の組 織 内 テ カ コール ア ミン一
また一部では,核 が泡沫状とな り大 きく,且つ原形質




コールァ ミン と同じ方法で分離定量した.第7図 に
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交感神経系腫 瘍 の 発 生 部 位 は,Dargeon
(1962)の統計 で も,副 腎 をは じめ とす る交感
神経系統 に好 発す るもの とされ てお り,本 症例
の如 く,腎臓 に発生す る ものは非常 に稀 であ る.
我 々の調 べ得 た文 献上では,欧 米 ではBiegler
andHoyne(1932),Wrighteta1.(1938)の
各剖検 例,及 びKogutandDonnel(1961)の
Cushing症候群を呈 した1例 を認め る に す ぎ
ない.他 方本邦 では,高 柳(1953)の腎孟 腫瘍
tv誤られた1例,南 等(1956)の腎門 より発 生
した と思われ る1例 及 び,前 川及び村上(1960)
の腎癌 に合 併 した1例 を認 め るのみで ある.こ
れ らはいずれ も,剖 検乃至 は別 除腫瘍 の組織学
的検索 の結果,発 見 された ものであ り,本 症 例
の様に,術 前 に診断 された症例 は見 当 らない.
交感神経系腫瘍患者 におけ る尿 中カテ コール
ア ミン及 びそ の代謝産物 の排泄 量 の消長 が注 目
され るように なつ たのは,Masoneta1.(1957)
がAdrenalin-SecretingNeuroblastomaの第
1例 を報告 した ことに始 まる.彼 等 は発 作性高
血圧症 を呈 する胸腔 内腫 瘍を もつ た5カ 月女児
の尿中 カテコール ア ミン及 びその代謝産物 の測
定 の結果か ら,Pheochromocytomaと診断 し
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たのであ るが,術 後の組織学的検索 か ら,神 経
芽細胞腫 であ ることが明 らか にされ た症例 を報
告 してい る.VoorhessandGardner(1961;
1962)は自験例の検 討か ら交感神経系腫瘍患者
の,尿 中カテ コールア ミン及 びその代謝産物 の
排泄量 には,必 ず しも一定 した傾 向はな く,各
症例において種 々の態度 を とることを示 してい
る.更 にWilliamsandGreer(1963)は,自
験例7例 を含めた42例の交感神経系腫瘍 患者 の
尿中 カテ コールア ミン及 びその代謝 産物を検討
した結果,交 感神経系腫瘍 の診 断には,ア ドレ
ナ リソ及び ノルア ドレナ リンの代謝産物 で ある
VanilmandelicAcidの測定 と同時 に,ド ーパ
ア ミンの代謝産物 であ るHomovanillicAcid
の測定 も必要で ある と強調 してい る.最 近,教
室 の 磯 部 等(1964)は ドーパア ミソ及び3-
Methoxydopamineの測定 か ら,尿 中に大量 の
ドーパ ア ミソを排泄す る神経 芽細胞腫を報告 し
ている.
我 々の症例 で も,尿 中 カテ コール ア ミンの検
索 の結果,ド ーパア ミンの排泄増加 をみ とめ,
交感神経系腫瘍,と くに神経芽細胞腫 を疑 つた
わけであ る.た だ,交 感神経系腫瘍 の分類 と尿
中カテ コール ア ミソの排泄型 との関係 は,現 在
尚確立 され てはいず,し か も,Robinsoneta1.
(1964)は,尿中 に大量 の ドーパア ミソを排泄
す る,MalignantPheochromocytomaがあ る
ことを報 告 してお り,尿 中カテ コールア ミソ及
びその代 謝産物 の測定だ げで,直 ちにNeural
Crestから発生 す る腫瘍(第8図)を 鑑 別す る
〃euratCrest
↓
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第8図.NeuralCrestか ら発 生 す る 腫 瘍.
(Isaacseta1.,1959)によ る
ことは困難な ようであ る.従 つ て,こ れ らの同
一 原基か ら発生す る腫 瘍におい ては,と もにカ
テ コール ア ミソ生成過 程(第9図)の 中間産物
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第9図.カ テ コ ー ル ァ ミ ソ の 生 合 成 及 び 代 謝 経 路
略 図.(KopinandAxelrod,1960)
を,生 成 す る能 力を もつ ことは十分 考え られ,
GoodallandStone(1960)がNeuralcrest
か ら発生 す る腫瘍 を生化学 的な立場か ら分類す
る必要 があ ると述 べてい るように,今 後,腫 瘍
組織 の組織学 的検 索の結果 と尿中 カテ コール ア
ミン及 びその代謝産物 の排泄型 との関係を確立
す る必要 があ ると思われ る.
本 症例 の診断の きつかけ となつた高血圧が神
経芽 細胞腫の際 のカテコール ァ ミソの増加 に基
くものであ るか どうか は,現 在 尚明 らか ではな
いが,KogutandKaplan(1962)は,神経芽
細胞腫14例中10例に高血圧 を認 めている.こ の
ように,小 児 の腹部腫瘤 で高血圧 を呈す る症例
では,尿 中カテ コール ア ミン及 びその代謝産物
を測定す る必要 があ ると思 われ る.
本症例 は,著 明な肉眼的血尿 を主訴 として来
院 し,尿 路 レ線像及 び尿 中に腫 瘍細 胞を発見 し
た ことか ら腎腫瘍 を疑 い,更 に高血圧 の存在 に
注 目して,尿 中カテ コールア ミン及 びその代謝
産物を測定 した ところ,以 上の様 な結果 を得た
ので あるが,こ の様 に,腎 臓 に発生 した神経 芽
細胞 腫を術前 に診断 しえた症例 は,本 症 例を第
1例 とす るものであ り,小 児の腹部腫瘤の診断
に際 して,尿 中カテ コールア ミン及びその代謝
産物 の測定が,重 大 な意義 を もつ ことを痛感 し
た次第 であ る.
結 語
1.ユ 才11ヵ月 の男児 にみ られた,右 腎 に発
生 した神 経芽細胞腫 の症例 を報告 した.
2.本 症例は,尿 中カテ コールア ミン及びそ
の代 謝産物 の測定 に より,術 前 に診断 された も
のであ り,小 児 の腹部腫瘤 におい て,尿 中 カテ
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コールア ミン及びその代謝産物測定 の必要性 が
痛感 され た.
3.腎 臓 に発生 した神経 芽細 胞腫及 びカテ コ
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